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溜め池底質中放射性セシウム深度分布の多地点同時測定システムの開発  
 

○小川 浩 1、南 公隆 1、川本 徹 1、金井羅門 2、石川晃平 2、上村竜一 2 
1 産業技術総合研究所,  2 東京パワーテクノロジー株式会社 

 

【目的】 2011 年の東京電力福島第一原子力発電所の事故により降下した放射性セシウムが農業用溜め池の

底質に蓄積しており、除染と今後長期間のモニタリングの継続が必要である。著者らは作業負荷の大きい測定

法であるコアサンプリングを補完・代替し得る、溜め池底質中放射性セシウム濃度の簡易な深度分布測定法の

開発を進めてきた[1, 2]。これは複数のγ線センサーを測定パイプ内に格納して池水〜底質中のγ線量率の鉛

直分布を測定し、放射性セシウム濃度深度分布へリアルタイムで逆変換する手法である[3]。今回は前回の発表

[2]の後に行った福島県内の溜め池での実証試験の結果と、並行して進めてきた複数測定パイプを用いた多地

点深度分布同時測定システムの開発について報告する。 

【手法】 溜め池測定に用いた測定パイプは前回[2]と同じで、センサー数は７個、間隔は 6 cm である。2016 年

12 月に福島県天栄村Ｓ池内の３地点で各 10 分間の測定を行った。同じ地点で各３本の底質コアを採取して 5 

cm 間隔で切断、同一深度毎によく混合後、放射性セシウム濃度を計測した。一方、センサー個数等の仕様を

変えた測定パイプを複数製作し[4]、１台の操作端末から複数地点同時測定の試験を行った。 

【結果】 Ｓ池内 A〜C 地点の底質における、本装置およびコアサンプリング法で測定された放射性セシウム濃

度深度分布[3]を図に示す。黒丸実線が本装置で解析した 5 cm 間隔の深度分布で、コアサンプリングの結果

（階段状実線）を概ね良く再現している。×印破線は測定開始から３分間のデータのみに基づく解析結果である

が、このような短時間でも既に深度分布の特徴を捉えていた。３地点とも深いほど濃度が高い傾向を示しており、

2014 年に別の池で観察された底質表面付近にピークがある分布[1]とは異なっている。これは別池での測定が

底質除染前であったのに対して、今回のＳ池は３年前に底質除染が行われており、除染作業時の底質全体の

攪拌やその後の土砂流入等が影響したものと考えられる。一方、新たに作成した測定パイプを用いた複数地点

同時測定の試験では、通信基点となるモバイル Wi-Fi から半径約 40 m 以内での安定した測定操作が確認でき

た。製作した複数の測定パイプの詳細についてはポスター[4]で紹介する。 

 [1] 小川ら, 第４回環境放射能除染研究発表会, S11-5, (2015.7.9) 
 [2] 小川ら, 第５回環境放射能除染研究発表会, S12-2, (2016.7.7). 
 [3] Ogawa et al., J. Environ. Radioact., 175-176, 158, (2017). 
 [4] 小川ら, 本発表会, P4-04. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 Ｓ池内３地点（A〜C）で測定された底質中放射性セシウム濃度の深度分布[3]。 
●印実線：本装置 10 分間測定、×印破線：同 3 分間測定、階段状実線：コアサンプリング。 
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